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先週までのマーケット動向（3月 7日～3月 11日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,219.0  1,238.7  1,219.0  1,232.0  +17.8 

JPY/KRW 10.6055  10.7240  10.5502  10.5606  +0.050 

KOSPI 2,680.17  2,682.79  2,605.81  2,661.28  ▲52.15 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は大幅に上昇した。ロシアによるウ

クライナの原発への攻撃等、週末にリスクセンチメントが

悪化し、7日にドル/ウォンは1,219.0ウォンでオープン。

戦争長期化への懸念や原油価格の高騰でリスクオフムード

は止まらず1,230ウォンに迫った。翌8日も海外時間に米国

がロシア産原油の禁輸措置を検討との報道を受けてコモデ

ィティ価格は更に急騰、米株は大幅下落とリスクセンチメ

ントは悪化の一途を辿る中、ドル/ウォンは1,238.7ウォン

まで上昇した。祝日明けの10日こそOPECの増産期待による

原油価格急落が投資家心理の改善に繋がり、1,220ウォン

台半ばまで下落する場面があったものの、週末には進展の

無いウクライナ情勢や翌週のFOMCが意識される中でドル買

い優勢の展開となり、1,230ウォン台前半での底堅い推移

となった。結局先週末対比17.8ウォン上昇した1，232.0ウォン

でクローズ。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォン相場はやや軟調な展開を予想する。先

週末には再びリスクオフ地合いとなって引き続きウクライ

ナ情勢の動向が警戒されているものの、当局者による事態

好転に向けての前向きな発言も聞かれている。数日内とさ

れるロシア、ウクライナの4回目の停戦協定を控えて、停

戦に向けた思惑で一旦はリスクオフ地合い後退となるか。

16日のFOMCについては市場の予想通り25bpの利上げとなる

とドル/ウォン相場への影響は限定的となろう。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1220 ～ 1245 10.35  ～ 10.65  116.5  ～ 118.5  

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の予定 

 

 

15日(火) 米 3月 NY連銀製造業指数 
米 2月 PPI 

16日(水) 日 1月 鉱工業指数 確報値
米 2月 小売売上高 
韓 2月 失業率 
日 2月 貿易統計 
米  FOMC 政策金利発表 

17日(木) 米 3月 失業保険新規申請者数 
米 2月 住宅着工件数 
欧 2月 CPI 確報値
米 2月 鉱工業生産 
日 1月 機械受注 

18日(金) 日 2月 CPI 
米 2月 中古住宅販売件数 
日  BOJ 政策金利発表 


